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１ はじめに   

本実践では，学習指導要領に言語活動例として示されている「自分の課題について調べ，意見を記

述した文章を書く」活動を中心に位置付ける。意見文を書くためには，自分の意見を明確にもつこと，

その意見を支える根拠を位置付けて構成や記述を工夫していくことが大切である。 
高学年になると書くことに抵抗を感じる児童の苦手感はより強くなっている。そのような児童は，

何を書けばよいのか分からない，どう書けばよいのか分からないという悩みをもっている。そのよう

な児童にも，自分の力で書けたという自信をもたせる学習展開を構想したい。そこで，単元の中に意

図的に意見交換の場を設定すること，また，共通題材で練習をしてから自由題材で意見文を書く学習

へと進めていくことにより，自分の意見を明確にして，効果的な構成で意見文を書く学習を展開した

いと考えた。 
 

２ 実践の概要 

（１）単元名   自分の考えを提案する意見文を書こう 
         ～『わたしの意見』を書こう～ 
 
（２）単元の目標 

  ○ 書く事柄を整理し，構成を考えて意見文を書くことができる。 
 

（３）単元の構想 

 教科書単元「『わたしの意見』を書こう」（学校図書 ６

年上）を中心に，その前に配置されている「新聞記事を

読み比べよう」の単元とあわせて，構成を考えながら自

分の考えを提案する意見文を書く学習を構想した。 
 共通題材で練習してから自由題材に取り組むことで，

児童自身が自分の力で意見文を書くことができるように

したい。 
１ 教材文で書き方を学ぶ 

同じテーマに対する四つの新聞投書を読み比べ，その

構成に共通点があることを学ぶ。それぞれの書き手の意

見やその理由，根拠の違いはあっても，構成は同じであ

ることに気付かせる。気付かせたい共通点は，以下の二

点である。 
① 全体の文章構成 
  話題提示→書き手の意見→理由や根拠 
  →反対意見への反論→書き手の考え 

意見文を書こう（単元の流れ） 
１ 教材文で書き方を学ぶ 
  ・文章構成の共通点 
  ・理由付けの仕方や根拠の挙げ方 
 
２ 共通題材で意見文を書く 

・学んだ構成を生かして書く 
 
 
 

３ 自由題材で意見文を書く 
  ・構成メモを書く 
 
   
 

・意見文を書く 

理由付けで意見交流 
完成した作文を発表し合う 

題材決定で意見交流 
構成表で意見交流（反論を中心に） 

意見交流

 



② 理由付けの仕方や根拠の挙げ方 
  ・自分の経験を入れる    ・見たり聞いたりしたことを入れる 
  ・具体的なデーターを入れる ・有名な人の言葉を引用する 

ここでは，全体の文章構成を確認する場で意見交流を行う。二つの投書の文章構成の共通点を見

付け，他の二つの投書でもその構成が生かされていることを確かめる場面である。 
２ 共通題材で意見文を書く 
  四つの投書の中で自分が最も納得したものを選び，その理由付けを意見文の形で記述する。学ん

だ文章構成を使って書いていく。 
  ここでは，意見交流の場を２回設定する。同じ投書を選んだ者同士で理由を交流する場と完成し

た意見文を発表し合う場である。完成した意見文を発表し合う場は，異なる投書を選んだ者でグル

ープを作り，興味をもって相手の意見を聞けるようにする。 
３ 自由題材で意見文を書く 
  自分が選んだ題材で，構成を考えながら意見文を書く。 
  ここでは，意見交流の場を２回設定する。題材決定の場と構成表の検討場面で意見交流の場を設

定する。題材決定の場では，自分の考えについて友達はどう考えるのかの意見をもらう。構成表の

検討場面では，予想される反対意見とそれに対する反論が適切であるかどうかについて意見をもら

う。 
 
（４）単元の実際 

○ 共通題材で意見文を書く学習 

 ここでは，四つの投書の中で最も納得したものを 
選び，学習した構成【自分の考え→理由→反対意見

への反論→まとめ】で簡単な意見文を書かせた。 
 同じ投書を選んだ者同士でグループを作り，なぜ

その投書に納得したのかを意見交流する時間をとっ

た。この話し合いは，短時間であったが理由付けを

確認するには効果的であった。「○○だよね。だって

～」という型で自然に理由付けを述べることができ

ていた。 
 また，話し合いで出た意見を全体に紹介し合うこ

とにより，自分と異なる意見の人はどのように考え

ているのか（反対意見）を知ることもできた。 
 共通の題材で取り組んでいるので，意見交流がス

ムーズに行われた。また，書くことを苦手とする児

童にとっては，友達の作文が即モデル文となるので，

どのように書けばよいかを知る手がかりとなった。 
 

○ 自由題材で意見文を書く学習 

自由題材で意見文を書く学習では，題材決定の場面と構成表の検討場面で意見交流の場を設定した。 
題材決定の場面では，日頃の生活の中で経験したことや感じたことを二つ以上持ち寄って，意見交
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流をさせた。説得力のある意見文を書くには，まず

自分の意見を明確にする必要がある。友達との意見

交流で，賛成意見をもらって自分の意見を明確にし

たり，反対意見をもらって新たな理由付けを行った

りする姿が見られた。 
題材を決定した児童は，意見文の構成表を作成し

た。意見文を書く際には，理由付け，予想される反

対意見への反論が独りよがりな内容でなく首尾一貫

しているかどうかが重要である。そこで，完成した

意見文での検討ではなく，構成表の段階で話し合う時間

を取った。 
理由付けや根拠として友達にアンケートをとり，より

客観性をもたせることなどをアドバイスし合う姿が見ら

れた。 
 

 

 

 

 

 

自由題材での意見文のテーマ 
・女性も仕事をするべきだ 
・メールより言葉で直接伝えた方がよい 
・メールよりも手紙がよい 
・手書きを見直そう 
・暑い夏は，和室で過ごした方がよい 
・子どもにも携帯電話は必要（必要ない） 
・過剰な照明は見直すべきである 
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書くことが苦手な児童も，友達の

意見を聞きながら構成表を見直す

ことができた。 



３ おわりに 

書くことを苦手とする児童の多くは，その理由として「何を」書くか，「どう」書くかが分からない

と答える。このような児童にも自信をもって書く活動に取り組んでほしいと願って，本実践を構想し

た。共通題材で練習し自由題材に挑戦する学習過程を踏んだこと，単元の中に意見交流の場を意図的

に設定したことにより，子ども同士が学び合う中で，「何を」書くか，「どう」書くかをしっかりと意

識させることができた。 
子ども同士の交流の場を多く設定したことは，書くことに自信をもてない児童にとって効果的であ

った。特に、共通題材で練習する段階での意見交流は，交流が活発に行われた。また，ここでの経験

が次に自由題材で書く意欲につながった。自由題材で書く活動では，記述前の構成表の段階での意見

交流が有効であった。友達の意見を参考にして自分の構成表を見直す活動を設けたことにより，自分

の書きたいことをしっかりと意識して記述することができた。 
意見文の題材，根拠となる事実の選び方など，より説得力のある意見文にするには課題も残るが，

書くことの楽しさを感じさせながら書く力を伸ばしていきたいと考える。 
＜完成した意見文＞ 

 



 


